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コ
ロ
ナ
禍
を
し
な
や
か
に
生
き
る

　

今
年
に
入
り
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
世

界
的
に
流
行
し
始
め
て
か
ら
〝
あ
っ
〟
と
い

う
間
に
９
月
。
そ
の
影
響
に
よ
る
企
業
倒
産

と
失
業
者
の
増
加
、
そ
し
て
災
害
級
の
暑
さ

に
よ
る
熱
中
症
や
毎
年
聞
か
れ
る
「
数
十
年

に
一
度
」
の
豪
雨
被
害
と
、
暗
い
ニ
ュ
ー
ス

に
心
が
痛
み
ま
す
。
会
員
の
皆
様
も
こ
の
状

況
に
悪
戦
苦
闘
さ
れ
て
い
る
方
も
多
い
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

私
も
、
３
月
末
か
ら
東
京
出
張
を
自
粛
し

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
ど
ん
ど
ん
中
止
、延
期
と
、

日
を
追
う
ご
と
に
真
っ
白
に
な
っ
て
い
き
ま

し
た
。
現
在
は
自
宅
と
会
社
の
往
復
、
そ
し

て
時
々
リ
ア
ル
会
議
と
い
う
毎
日
を
送
っ
て

い
ま
す
。
会
議
・
研
修
・
セ
ミ
ナ
ー
の
ほ
と

ん
ど
は
オ
ン
ラ
イ
ン
。
便
利
で
は
あ
り
ま
す

が
、
相
手
の
体
温
が
伝
わ
り
に
く
い
の
が
良

い
事
な
の
か
悪
い
事
な
の
か
…
。
移
動
も
な

く
効
率
的
で
合
理
的
に
済
ま
せ
た
い
会
議
や

打
ち
合
わ
せ
は
オ
ン
ラ
イ
ン
で
よ
い
と
思
い

ま
す
。
し
か
し
、
直
接
会
っ
て
話
を
し
、
そ

の
空
間
を
共
有
す
る
こ
と
で
、
そ
の
場
の
空

気
、
臨
場
感
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
本
来
人
間
の

持
つ
五
感
で
感
じ
と
る
、
そ
れ
が
感
動
に
つ

な
が
る
の
で
は
な
い
か
と
私
は
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　

◆

　

今
年
度
の
Ｆ
Ｊ
Ｐ
の
事
業
は
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
影
響
も
あ
り
、
基
幹
事
業
で
あ

◆
Ｆ
Ｊ
Ｐ
の
目
的
◆

①
女
性
経
営
者
と
し
て
の
資
質
向
上

②
次
の
女
性
た
ち
の
た
め
の
風
土
づ
く
り

③
共
同
事
業
の
開
発

④
地
域
・
社
会
へ
の
貢
献

る
「
女
子
学
生
懸
賞
作
文
事
業
」
も
中
止
せ

ざ
る
を
得
な
い
状
況
と
な
り
ま
し
た
。
講
演

会
な
ど
も
控
え
、「
会
員
に
聞
く
」
を
メ
イ

ン
と
し
た
事
業
内
容
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

私
は
、
諸
先
輩
方
の
本
音
と
経
験
を
聞
く

こ
と
が
出
来
る
「
会
員
に
聞
く
」
が
大
好
き

で
す
。
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
高
さ
、
明
る
さ

と
パ
ワ
ー
、
女
性
な
ら
で
は
の
し
な
や
か
な

感
性
。
そ
し
て
常
に
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
で
あ
り
好

奇
心
と
行
動
力
を
も
っ
て
、
幾
度
と
な
い
困

難
を
乗
り
越
え
て
き
た
武
勇
伝
に
勇
気
が
わ

き
ま
す
。
生
き
方
、
仕
事
は
さ
ま
ざ
ま
で
も

皆
キ
ラ
キ
ラ（
ギ
ラ
ギ
ラ
？
）
と
輝
い
て
い

て
、
自
分
自
身
と
自
社
を
見
つ
め
な
お
す
機

会
を
幾
度
と
な
く
与
え
て
頂
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
こ
そ
が
女
性
経
営
者
と
し
て
の
「
生

き
た
勉
強
」
が
で
き
る
チ
ャ
ン
ス
で
も
あ
り

ま
す
。
会
員
の
お
話
を〝
生
〟で
聞
い
て
い
た

だ
き
、
感
動
を
共
有
し
、
こ
れ
か
ら
の
糧
に

な
る
こ
と
間
違
い
な
し
！ 

だ
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　

◆

　

今
は
ま
だ
、
い
ろ
い
ろ
な
意
味
で
厳
し
い

毎
日
が
続
き
ま
す
が
、
私
も
微
力
な
が
ら
会

長
と
し
て
頑
張
っ
て
参
り
ま
す
の
で
、
Ｆ
Ｊ

Ｐ
会
員
の
皆
様
、ど
う
ぞ
迷
え
る
子
羊
（
私
）

に
お
力
を
お
貸
し
く
だ
さ
い
。
よ
ろ
し
く
お

願
い
致
し
ま
す
。

●
う
で
ま
く
り
と
は

　

古
い
川
柳
に
「
朝
雨
女
の
腕
ま
く
り
」
と
い
う

の
が
あ
る
。
天
気
の
よ
い
朝
に
パ
ラ
パ
ラ
と
急
に
来

る
雨
は
、
女
の
腕
ま
く
り
と
同
じ
で
意
気
込
み
だ

け
、大
し
た
こ
と
は
な
い
…
と
い
う
意
味
。Ｆ
Ｊ
Ｐ
、

女
の
腕
ま
く
り
の
真
価
は
こ
れ
か
ら
！ 

７月定例会（福島市・茶寮おりおりにて）2020.7.14
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２
０
１
９
年
度
第
25
回
定
時
総
会
は
、
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
の
た
め
、
全
会
員
に

書
面
表
決
書
を
提
出
い
た
だ
き
、
書
面
議
決

に
て
総
会
を
開
催
致
し
ま
し
た
。
議
案
及
び

賛
成
数
は
左
記
の
通
り
で
す
。

【
議 

案
】

▼
第
１
号
議
案
―
―
２
０
１
９
年
度
事
業
報

告
並
び
に
収
支
決
算
報
告

　
　

賛
成 

30
名
、
理
事
会
に
一
任 

16
名　

▼
第
２
号
議
案
―
―
２
０
２
０
年
度
事
業
計

画
並
び
に
収
支
予
算
（
案
）

　
　

賛
成 

30
名
、
理
事
会
に
一
任 

16
名

▼
第
３
号
議
案
―
―
２
０
２
０
年
度
役
員
改

選
（
案
）

　
　

賛
成 

30
名
、
理
事
会
に
一
任 

16
名

【
結 

果
】

　

全
て
の
議
案
に
つ
い
て
、
全
員
一
致
を
も
っ

て
可
決
さ
れ
ま
し
た
事
を
ご
報
告
申
し
上
げ

ま
す
。 

■
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
つ
い
て

　

リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
は
リ
ス
ク
を
管
理

し
損
失
等
を
回
避
又
は
低
減
す
る
こ
と
。

組
織
に
お
け
る
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
基
本

的
な
考
え
方
は
、
❶
リ
ス
ク
の
な
い
会
社
は

な
い
❷
ビ
ジ
ネ
ス
は
リ
ス
ク
を
と
っ
て
利
益
を

獲
得
す
る
プ
ロ
セ
ス
❸
リ
ス
ク
を
否
定
し
て
は

な
ら
な
い
❹
リ
ス
ク
は
小
さ
い
う
ち
に
対
処

す
る
❺
許
容
リ
ス
ク
を
知
る　

以
上
、
５
つ

と
考
え
て
い
る
。

　

ま
た
、リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
基
本
は
「
権

限
委
譲
」
と
「
職
務
分
割
」
の
内
部
統
制

に
あ
る
と
言
わ
れ
る
。
社
員
が
経
営
者
の
一

挙
手
一
答
足
を
み
て
い
る
の
で
、
中
小
企
業

に
と
っ
て
は
会
社
の
風
土
（
統
制
環
境
）
つ

く
り
が
非
常
に
大
切
で
あ
る
。

　

最
近
の
事
例
か
ら
う
か
が
え
る
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
対
象
リ
ス
ク
は
、
❶
経
営
者
リ
ス
ク
（
経

営
者
不
正
・
経
営
力
の
欠
如
）
❷
コ
ン
プ
ラ

イ
ア
ン
ス
上
の
リ
ス
ク
（
組
織
・
人
）
❸
レ
ピ
ュ

テ
ー
シ
ョ
ナ
ル
リ
ス
ク
（
風
評
リ
ス
ク
）
❹
防

災
・
災
害
リ
ス
ク
❺
情
報
漏
洩
リ
ス
ク
❻
取

引
先
（
外
注
先
）
リ
ス
ク
が
あ
る
。

■
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
・
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
で
求

　
め
ら
れ
る
経
営
戦
略
と
は

　

❶
リ
ス
ク
回
避
を
見
据
え
た
国
内
完
結
生

産
体
制
構
築
へ
の
シ
フ
ト
や
リ
ス
ク
対
応
も
含

め
た
自
社
（
グ
ル
ー
プ
）
内
一
貫
生
産
体
制

構
築
等
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
戦
略
と
し
て
の
リ
ス

ク
分
散
。
❷
消
費
者
・
労
働
者
・
社
会
の

リ
ス
ク
意
識
の
高
ま
り
へ
の
対
応
と
し
て
、
テ

レ
ワ
ー
ク
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
社
会

と
い
っ
た
人
と
の
接
触
を
回
避
す
る
新
し
い

働
き
方
や
商
品
構
成
を
変
え
る
。
❸
不
可

逆
地
点
の
見
極
め
と
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
な
対
応

等
リ
ス
ク
を
理
解
し
経
営
戦
略
に
活
か
す
こ

と
。
❹
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
や
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（
持
続

可
能
な
開
発
目
標
）
と
い
っ
た
産
業
界
や
行

政
も
含
め
た
社
会
改
革
等
を
デ
ザ
イ
ン
し
組

み
立
て
る
。
以
上
４
つ
が
必
要
で
あ
る
。

『
新
型
コ
ロ
ナ
と
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
』

７
月
定
例
会
（
講
演
会
）
―
２
０
２
０
年
７
月
14
日
㈫　
茶
寮
お
り
お
り
（
福
島
市
）

〜
キ
ャ
ッ
ス
レ
ス
社
会
に
生
き
る（
第
１
回
講
座
）〜

第
25
回 

定
時
総
会

講 

師　

一
般
社
団
法
人 

福
島
県
中
小
企
業
診
断
協
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

渡　

部　

正　

彦  

氏

講
師
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

１
９
７
７
年
㈱
東
邦
銀
行
入
行
。
２
０
０
６
年
取
締
役

就
任
。
２
０
０
８
年
常
務
取
締
役
就
任
。
２
０
１
２

年
福
島
大
学
う
つ
く
し
ま
未
来
支
援
セ
ン
タ
ー
客
員
教

授
就
任
。
２
０
１
２
年
東
邦
信
用
保
証
㈱
代
表
取
締

役
会
長
就
任
。
２
０
１
４
年
福
島
県
よ
ろ
ず
支
援
拠

点
チ
ー
フ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
就
任
。
２
０
１
５
年
一
般

社
団
法
人
福
島
県
中
小
企
業
診
断
協
会
代
表
理
事
会

長
就
任
。

リスクマネジメントの基本は… 熱心に聞く会員のみなさん



う　で　ま　く　り

福島県女性経営者プラザ

（3）2020年9月20日 第23号

＊
菅
野
喜
久
江
…
取
締
役
で
経
験
も
あ
る
の

に
後
継
者
が
頼
っ
て
こ
な
い
の
は
な
ぜ
？

＊
菊
池
美
保
子
…
日
本
原
子
力
学
会
で
発
表

す
る
機
会
が
あ
っ
た
。
地
元
地
場
食
材
の
セ

シ
ウ
ム
検
査
を
検
証
し
安
心
を
Ｐ
Ｒ
し
た
い
。

＊
渡
辺　
薫
…
諸
先
輩
の
お
話
は
と
て
も
為
に

な
り
、
勉
強
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
る
。

＊
山
田
よ
り
子
…
衛
生
管
理
を
し
っ
か
り
行
っ

て
い
る
。
時
代
に
沿
っ
た
変
化
に
対
応
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
。

＊
川
口
友
子
…
昨
年
会
社
を
承
継
し
た
途
端

に
コ
ロ
ナ
騒
ぎ
。
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
と
向
き
合

い
新
し
い
道
筋
を
模
索
中
。

＊
古
川
文
子
…
コ
ロ
ナ
禍
で
売
上
激
減
し
た
の

で
新
し
い
事
業
を
検
討
中
。
運
動
不
足
解

消
に
ダ
ン
ス
ダ
イ
エッ
ト
を
実
行
中
！

＊
長
沢
美
起
子
…
お
か
げ
様
で
会
社
の
仕
事

は
堅
調
。
仕
事
柄
、
社
員
の
衛
生
管
理
な

ど
難
し
い
面
も
あ
る
が
何
と
か
出
来
て
い
る
。

＊
野
地
千
尋
…
コ
ロ
ナ
の
影
響
は
、
東
日
本
大

震
災
の
時
よ
り
も
悪
い
。
店
舗
を
構
え
て
い

て
も
人
が
来
な
い
状
況
は
厳
し
い
。

＊
永
峯
美
緒
…
社
長
に
な
っ
て
１
年
余
り
。
毎

年
資
格
取
得
を
目
指
す
と
決
め
た
。
Ｆ
Ｊ

Ｐ
初
参
加
で
か
く
し
芸
に
挑
戦
。
驚
い
た
。

＊
古
川
節
子
…
来
年
創
業
70
年
。
社
会
の
進

歩
に
合
わ
せ
て
企
業
も
改
革
し
て
い
く
の
は

難
し
い
。一
人
一
人
の
変
わ
る
意
識
が
大
事
。

＊
瀬
戸
孝
子
…
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
仕
事
の
影
響

は
少
な
い
が
、
昨
年
の
水
害
時
は
忙
し
か
っ

た
。
健
康
管
理
に
注
意
し
て
い
き
た
い
。

＊
安
斎
恵
美
子
…
東
京
の
飲
食
店
は
コ
ロ
ナ
の

影
響
で
３
月
か
ら
休
業
。
時
間
が
出
来
た
の

で
、
ヨ
ガ
や
読
書
を
始
め
た
。

＊
上
石
美
代
子
…
会
社
敷
地
内
に
あ
る
震
災

時
の
汚
泥
ド
ラ
ム
缶
10
本
の
う
ち
１
本
が
膨

ら
ん
で
き
た
の
で
、
可
愛
い
い
声
で
回
収
業

者
に
電
話
し
た
ら
、
す
ぐ
持
っ
て
行
っ
た
。

＊
澤
上
春
江
…
コ
ロ
ナ
で
売
り
上
げ
激
減
す
る

も
仲
間
や
社
員
・
家
族
に
支
え
ら
れ
て
い
る

こ
と
を
実
感
。
感
謝
し
て
い
る
。

＊
杉
原
明
美
…
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
洋
服
は
不

要
と
さ
れ
て
い
る
が
、
皆
様
の
繋
が
り
を

大
切
に
し
た
い
。　

（
紙
面
の
都
合
上
、
皆
様
の
お
話
を
概
略
と
し
て
ま
と

め
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。）

■
９
月
定
例
会
は
、
会
員
23
名
の
参
加
者

の
も
と
、
二
本
松
市
岳
温
泉
・
陽
日
の
郷
あ

づ
ま
館
に
お
い
て
１
泊
２
日
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
コ
ロ
ナ
の
感
染
予
防
に
留
意
し
、
理

事
会
、
定
例
会
、
座
談
会
、
懇
親
会
を
実

施
。
各
委
員
会
報
告
で
は
、
コ
ロ
ナ
感
染
予

防
も
あ
っ
て
定
例
会
の
中
止
が
続
く
中
、
各

委
員
会
活
動
に
よ
っ
て
絆
が
深
ま
っ
た
と
い
う

報
告
も
あ
り
、
さ
ら
に
総
務
委
員
会
で
は
伊

藤
江
梨
会
員
の
出
産
と
い
う
嬉
し
い
報
告
が

あ
り
ま
し
た
。
懇
親
会
で
は
、
恒
例
の
各
委

員
会
か
く
し
芸
大
会
が
行
わ
れ
、
さ
す
が
Ｆ

Ｊ
Ｐ
！
大
い
に
盛
り
上
が
っ
た
事
は
言
う
ま
で

も
あ
り
ま
せ
ん
。

＊
会
田
和
子
…
女
性
の
多
様
な
働
き
方
を
提

供
し
、
女
性
の
可
能
性
を
探
求
し
た
い
。

＊
中
村
須
美
子
…
コ
ロ
ナ
禍
で
厳
し
い
影
響
を

受
け
て
い
る
。
ヒ
ュ
ー
マ
ン
エ
ラ
ー
を
な
く
す
べ

く
邁
進
し
た
い
。

＊
紺
野　
涼
…
70
歳
で
新
し
い
こ
と
に
挑
戦
し

た
い
。
会
社
は
順
調
だ
が
人
材
不
足
。
健

康
や
酵
素
に
つ
い
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

＊
佐
藤
和
江
…
介
護
施
設
な
の
で
コ
ロ
ナ
予
防

は
重
点
事
項
。
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
受
け
た
。

＊
長
尾
千
代
美
…
緊
張
感
を
も
っ
て
小
さ
な
ミ

ス
を
起
こ
さ
な
い
よ
う
注
意
す
る
。
70
歳
で

社
長
交
代
を
予
定
し
て
い
る
。

＊
佐
賀
裕
子
…
コ
ロ
ナ
の
中
で
も
１
対
１
の
お

稽
古
な
の
で
仕
事
は
休
ん
で
い
な
い
。
健
康
・

運
動
に
つ
い
て
は
ご
相
談
下
さ
い
。

＊
織
井
久
美
子
…
お
店
を
始
め
て
48
年
に
な

る
が
、
コ
ロ
ナ
禍
で
今
年
の
よ
う
な
状
況
は

初
め
て
。
Ｆ
Ｊ
Ｐ
の
皆
様
に
感
謝
。

9
月
定
例
会

２
０
２
０
年
９
月
18
日
（
金
）

場
所
：
陽
日
の
郷
あ
づ
ま
館（
二
本
松
市
）

座
談
会
（
会
員
ス
ピ
ー
チ
）

密を避けて理事会開催（安斎会長挨拶）
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恒　例
各委員会

かくし芸大会

９月例会に引き続き、懇親会
ではコロナの感染予防に気を
配りながら、各委員会とも
かくし芸を披露しました。
これぞ FJP ！ 各委員の大胆
かつステキなかくし芸に、 皆
さんの笑顔も満開 �✿

本当に楽しい
ひと時でした。

総務
委員会

事業
委員会

交流・広 報
委員会

お見苦しい点が
ございましたら、
ゴメンナサイ┷

モ
ス
ラ
〜
や
ッ
!

！

40 年前の洋服
だって、着れますこ

とよ〜〜 華麗な衣装で登場！！
リズムに乗って踊ります
華やかさ No.1

アロハ〜〜
フラガールの中に、アレ？
変なおじさんが…

毎年恒例のジャンケン大会は、安斎会長・
上石直前会長から頂いた賞金を巡り白熱し
た戦いが繰り広げられました！ 
賞金は、中村、山田会員が GET！

ジャンケン大会

高原列車は
ラ・ラ・ラララ  行くよ〜♪

←
花
ム
コ

　
　
募
集
中
！

ヤ
ッ
タ
〜
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か
ね
て
よ
り
、
福

島
県
に
女
性
経
営

者
プ
ラ
ザ（
Ｆ
Ｊ
Ｐ
）

が
あ
る
こ
と
を
お

聞
き
し
て
お
り
、
ぜ

ひ
入
会
さ
せ
て
頂
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

　

祖
母
に
話
を
し
た
と
こ
ろ
、
上
石
美
代
子

前
会
長
と
知
り
合
い
と
い
う
こ
と
で
、
直
々
に

ご
紹
介
を
頂
き
ま
し
た
。

　

我
社
は
郡
山
を
拠
点
に
海
外
か
ら
の
家
具

や
ブ
ラ
イ
ン
ド
な
ど
イ
ン
テ
リ
ア
商
材
を
直
輸

入
し
、
全
国
向
け
に
卸
・
小
売
販
売
を
し
て

お
り
ま
す
。
会
津
出
身
で
職
人
で
あ
っ
た
祖

父
の
代
か
ら
自
製
販
売
会
社
と
し
て
郡
山
に

根
を
下
ろ
し
、
２
代
目
と
し
て
父
が
家
業
を

継
ぎ
、
時
代
と
と
も
に
業
態
を
変
え
な
が
ら

今
ま
で
支
え
て
く
だ
さ
っ
た
皆
様
の
お
か
け
で

創
業
67
年
目
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

私
は
３
代
目
と
し
て
昨
年
11
月
に
父
よ
り

事
業
継
承
を
受
け
た
ば
か
り
で
、
ま
だ
ま
だ

未
熟
で
至
ら
な
い
点
が
多
く
あ
り
ま
す
が
、

覚
悟
を
決
め
て
精
進
し
て
い
く
所
存
で
す
。

　

企
業
寿
命
が
30
年
未
満
と
い
わ
れ
る
中
で

会
社
を
維
持
・
存
続
し
て
い
く
と
い
う
の
は
並

大
抵
な
こ
と
で
は
な
く
、
計
り
知
れ
な
い
重

責
を
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　

等
身
大
で
の
言
葉
し
か
思
い
つ
き
ま
せ
ん

が
、
す
べ
て
の
環
境
は
、
当
た
り
前
で
は
な
く
、

今
ま
で
や
っ
て
き
た
こ
と
が
今
に
繋
が
っ
て
い
る

も
の
だ
と
し
て
、
未
来
を
見
据
え
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

Ｆ
Ｊ
Ｐ
の
諸
先
輩
方
の
ご
指
導
と
ご
鞭
撻

を
仰
ぎ
な
が
ら
、
お
か
げ
さ
ま
と
い
う
感
謝
の

念
を
常
に
忘
れ
ず
に
、
自
身
の
精
一
杯
を
一
生

懸
命
に
頑
張
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
時
代
と
共
に
存
続
、
そ
し
て

時
代
に
求
め
ら
れ
る
よ
う
な
企
業
へ
発
展
し
て

い
け
る
よ
う
に
一
歩
ず
つ
前
へ
進
ん
で
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

（5）2020年9月20日 第23号

●
ふ
く
し
ま
の
自
慢
�

鈴
木 

由
利
佳

会
津
木
綿

　

私
は
、
会
津
木
綿
が
大

好
き
で
す
。
４
０
０
年
の

歴
史
を
持
つ
会
津
木
綿
で

す
が
、
後
継
者
不
足
で
廃

業
が
相
次
ぎ
、
会
津
若
松
市
内
で
は
織
元

が
２
社
だ
け
に
な
り
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、

こ
の
会
津
木
綿
が
非
常
に
面
白
い
！

　

木
綿
と
い
う
と
野
良
着
の
イ
メ
ー
ジ
が
強

く
、
何
と
な
く
地
味
な
イ
メ
ー
ジ
で
し
た
が

（
織
機
が
古
く
、
交
換
部
品
が
無
い
た
め
、

も
う
織
る
こ
と
が
出
来
な
い
柄
も
あ
り
ま
す

が
）、
昔
か
ら
チ
ェ
ッ
ク
柄
や
昔
懐
か
し
い

三
越
の
包
装
紙
の
よ
う
な
カ
ラ
フ
ル
な
柄
な

ど
、
実
は
と
て
も
ハ
イ
カ
ラ
だ
っ
た
の
で
す
。

こ
の
夏
は
（
当
社
も
漏
れ
な
く
作
っ
て
い
ま

す
が
）
会
津
木
綿
の
マ
ス
ク
が
流
行
り
、
無

地
の
木
綿
も
多
く
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。
頑

な
な
職
人
気
質
が
伝
統
を
守
り
な
が
ら
も

変
化
す
る
ニ
ー
ズ
に
も
対
応
し
よ
う
と
し
て

い
る
。
そ
ん
な
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
さ
が
会
津
木

綿
を
た
だ
の
布
で
終
わ
ら
せ
な
い
可
能
性
を

持
っ
た
素
材
へ
と
進
化
さ
せ
て
い
る
の
で
す
。

端
切
れ
１
枚
を
と
っ

て
も
「
こ
こ
か
ら
何

が
ク
リ
エ
イ
ト
で
き

る
だ
ろ
う
！
」
そ

ん
な
ワ
ク
ワ
ク
す
る

会
津
木
綿
が
、
私
の

「
ふ
く
し
ま
の
自

慢
」
で
す
。

トライ＆チャレンジ
精神の豊かな仲間
たちが、あなたをお
待ちしています。

株
式
会
社　

川
口
タ
ン
ス　
　
　
　

代
表
取
締
役　

川
口
友
子
さ
ん

                     

（
総
務
委
員
会
）

新
会
員
ご
紹
介

新入会員募集中 !!
FJP は、会って 語って 学んで

ホットな交流のひろばです

■問合せ先
☎ 024-961-8822
http://fjp-net.com

　400 年の伝統をもつ会津木綿は、素朴ながら
も美しい縞柄が特徴の民芸織物です。江戸時代
には、藩士妻女の内職としても盛んに行われ、
家々でハタオリの音が聞こえていたそうです。
厚手で丈夫、さらに肌合いが良く、保温性、吸
汗性に優れ、寒暖の差が激しい会津では人々の
生活に欠かせないものになりました。

　会津木綿の伝統を今も守り続けているのが
｢ 山田木綿織元」「はらっぱ 原山織物工場」の 2
軒の織元です。伝統を守りつつ、そこへファッ
ションとしての新しさも加えていく。織元の歴
史は、会津木綿の歴史でもあるのです。
　時代の変化に合わせ、色や形を変えながら、
会津木綿の美しさは今も会津で息づいています。

（資料提供：株式会社第一印刷・福島市）

会津木綿柄
シリーズの文具
紙とプリントにこだわ
り、会津木綿独特
の立体感や手触りを
再現してある。
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さ
だ
ま
さ
し
が
唄
う
こ
の
歌
を
聞
い
た
の
は
20

年
ほ
ど
前
で
あ
っ
た
。
仕
事
に
忙
殺
さ
れ
て
心

が
疲
れ
切
っ
て
い
る
時
、
い
つ
か
は
こ
の
歌
の
舞
台

ア
フ
リ
カ
の
大
地
へ
行
っ
て
み
た
い
と
夢
見
な
が
ら

聞
い
て
い
た
、
そ
の
こ
ろ
我
が
ご
同
輩
三
田
公
美

子
女
史
が
カ
ラ
オ
ケ
で
必
ず
と
言
っ
て
よ
い
ほ
ど

歌
っ
て
も
い
た
、
こ
れ
が
又
彼
女
が
主
人
公
で
も

あ
る
か
の
よ
う
に
し
み
じ
み
と
語
り
か
け
る
よ
う

に
歌
い
実
に
上
手
い
の
だ
、
決
し
て
美
し
い
と
は

言
え
な
い
か
す
れ
た
声
で
。

メ
ロ
デ
ィ
の
中
で
の
語
り
は

「
突
然
の
手
紙
に
は
驚
い
た
け
ど
嬉
し
か
っ
た
♪　

何
よ
り
君
が
僕
を
恨
ん
で
い
な
か
っ
た
と
い
う
こ

と
が
♬　

こ
れ
か
ら
こ
こ
で
過
ご
す
僕
の
毎
日
の

大
切
な
よ
り
ど
こ
ろ
に
な
り
ま
す
♪
」
と
、
語

り
か
け
る
の
で
あ
る
。

　

こ
の
歌
も
本
も
ご
存
じ
な
い
方
に
あ
ら
す
じ

を
ま
と
め
る
と
こ
う
だ
。

　

実
在
す
る
主
人
公
、
柴
田
絋
一
郎
医
師
が
１

９
７
０
年
代
ア
フ
リ
カ
に
派
遣
さ
れ
20
数
年
間

続
く
治
安
悪
化
真
っ
た
だ
中
の
南
ス
ー
ダ
ン
で
長

引
く
内
戦
の
為
あ
ら
ゆ
る
感
染
症
や
子
供
に
地

雷
を
踏
ま
せ
る
非
人
道
的
な
行
為
や
傷
つ
い
た

兵
士
の
治
療
の
他
、
現
地
の
医
師
の
指
導
等
ラ

フ
で
フ
レ
ン
ド
リ
ー
な
性
格
の
柴
田
医
師
は
多
く

の
命
を
助
け
、
現
地
の
人
々
に
愛
さ
れ
続
け
た

ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
で
あ
る
。
先
の
語
り
は
柴
田

医
師
が
ア
フ
リ
カ
に
渡
る
前
、
深
く
愛
し
た
女

性
と
別
れ
ナ
イ
ロ
ビ
の
秘
境
へ
赴
き
、
過
酷
な
大

自
然
の
ふ
と
こ
ろ
に
佇
む
小
さ
な
診
療
所
で
多

く
の
人
々
の
命
を
救
う
道
を
選
ん
で
暮
ら
し
て
い

た
。
そ
こ
に
、
あ
る
日
別
れ
た
彼
女
か
ら
届
い

た
手
紙
へ
の
返
事
で
あ
る
。

返
事
の
続
き
を
紹
介
し
よ
う

　
「
診
療
所
に
集
ま
る
人
々
は
病
気
だ
け
れ
ど
、

少
な
く
と
も
心
は
僕
よ
り
健
康
な
の
で
す
よ
♬　

辛
く
な
い
と
言
え
ば
う
そ
に
な
る
け
ど
、
僕
は

来
て
よ
か
っ
た
♩　

あ
な
た
や
日
本
を
捨
て
た
わ

け
で
は
な
く
僕
は
今
を
生
き
る
事
に
思
い
あ
が

り
た
く
な
い
の
で
す
♪　

♬
キ
リ
マ
ン
ジ
ャ
ロ
の
白

い
雪
、
そ
れ
を
支
え
る
紺
碧
の
空
！　

僕
は
風

に
向
か
っ
て
立
つ
ラ
イ
オ
ン
で
あ
り
た
い
♪
♪

　

か
つ
て
柴
田
医
師
が
命
を
か
け
て
守
っ
た
ナ
イ

ロ
ビ
の
青
年
は
地
雷
を
踏
む
役
の
少
年
兵
で
あ
っ

た
が
、
柴
田
医
師
に
憧
れ
医
師
と
な
り
現
地
は

勿
論
の
こ
と
２
０
１
１
年
東
日
本
大
震
災
後
に

は
石
巻
で
大
活
躍
、
福
島
へ
も
応
援
に
来
た
。

こ
の
時
、
津
波
で
家
族
全
員
が
流
さ
れ
シ
ョッ
ク

の
余
り
失
語
症
と
な
っ
た
石
巻
の
少
年
も
黒
い

肌
の
ア
フ
リ
カ
人
医
師
に
憧
れ
医
師
の
道
を
志

し
て
い
る
。

　
『
自
分
の
出
来
る
事
を
ほ
ん
の
少
し
だ
け
背

伸
び
し
て
や
る
』
柴
田
医
師
の
言
葉
に
私
は
大

き
な
エ
ー
ル
を
も
ら
っ
た
。

●
読
書
感
想
文
―
―
―
―
―
―
―
―

命
の
バ
ト
ン

風
に
立
つ
ラ
イ
オ
ン
　
さ
だ
ま
さ
し
著

　 

　
　
　
　    

　
菅　

野　

喜
久
江幻冬舎文庫

　

私
た
ち
夫
婦
は
お
酒
が
大
好
き
で
良
く
近

く
の
寿
司
店
・
居
酒
屋
等
に
出
か
け
て
お
り

ま
し
た
が
、
最
近
で
は
…
…
。

夫
…
今
日
の
宴
会
は
何
時
で
す
か
？

私
…
お
風
呂
に
入
っ
て
か
ら
18
時
50
分
か
ら
で

す
ね
。

18
時
50
分

夫
か
私
…
乾
杯
の
音
頭
を
お
願
い
し
ま
す
。

夫
か
私
…
ご
指
名
に
預
か
り
ま
し
て
（
そ
の

日
に
あ
っ
た
楽
し
か
っ
た
事
、
嬉
し
か
っ
た

事
な
ど
）
挨
拶
し
ま
す
。

〝
カ
ン
パ
〜
イ
〟

二
人
の
宴
会
の
始
ま
り
で
す
。

　

以
前
よ
り
こ
ん
な
晩
御
飯
は
や
っ
て
お
り
ま

し
た
が
、
外
飲
が
出
来
な
く
な
っ
た
今
で
は
、

リ
ビ
ン
グ
・
お
座
敷
・
お
庭
と
、
ま
す
ま
す
ヒ
ー

ト
ア
ッ
プ
し
て
「
バ
カ
ッ
プ
ル
化
」
し
て
お
り
ま

す
。

　

外
食
が
で
き
な
く
な
っ
た
今
、
家
の
中
で
こ

ん
な
時
間
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。　

そ
こ
で
、
昨
夜
の
一
品
を
ご
紹
介
―
―
。

■
ら
っ
き
ょ
う
と
豚
肉
の
炒
め
物

❶
フ
ラ
イ
パ
ン
に
ご
ま
油
を
ひ
き
、
豚
肩
ロ
ー
ス

肉
に
塩
コ
シ
ョ
ウ
し
て
炒
め
る
。

❷
豚
肉
に
火
が
通
っ
た
ら
、
赤
パ
プ
リ
カ
・
ピ
ー

マ
ン
・
ら
っ
き
ょ
う
の
み
じ
ん
切
り
を
加
え
て

炒
め
る
。

❸
み
り
ん
・
オ
イ
ス
タ
ー
ソ
ー
ス
を
全
体
に
絡

め
る
。

皆
様
も

是
非
、
お
試
し

下
さ
い
。

毎
日
の

お
家
の
楽
し
い

過
ご
し
方

コラム

矢　

部　

祥　

子
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こ
の
春
、
福
島
市
出
身
の
古
関
裕
而
夫
妻

を
モ
デ
ル
と
し
た
Ｎ
Ｈ
Ｋ
連
続
テ
レ
ビ
小
説

「
エ
ー
ル
」
が
放
映
さ
れ
、
話
題
を
さ
ら
っ

て
い
ま
す
。

　

誰
も
が
愛
す
る
古
関
メ
ロ
デ
イ
は
、
そ
の

数
５
０
０
０
曲
以
上
。
親
し
み
や
す
く
独
創

的
な
旋
律
が
多
く
の
人
々
の
心
を
と
ら
え
ま

し
た
。
昭
和
39
年
に
開
催
さ
れ
た
東
京
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
の
マ
ー
チ
は
、
発
表
後
に
こ
の
曲

の
作
曲
家
は
誰
か
と
、
世
界
各
地
か
ら
オ
リ 

ン
ピ
ッ
ク
組
織
委
員
会
に
問
い
合
わ
せ
が
殺

到
し
た
そ
う
で
す
。

　

ド
ラ
マ
前
半
、
若
き
古
関
夫
妻
の
強
く
明

る
い
絆
と
共
に
、
印
象
に
残
る
の
は
当
時
の

福
島
の
社
会
背
景
で
す
。

　

江
戸
時
代
か
ら
福
島
市
を
含
め
た
「
信
達

蚕
糸
業
地
帯
」
は
、
質
の
高
い
蚕
種
を
生
み

出
し
、
東
京
・
福
島
間
の
鉄
道
開
業
を
皮
切

り
に
、
福
島
の
問
屋
か
ら
生
糸
や
絹
織
物
が

海
外
に
輸
出
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
東
北
で
最

初
に
、
日
本
銀
行
が
福
島
に
で
き
た
の
も
、

そ
の
繁
栄
を
受
け
て
の
事
で
す
。

　

古
関
氏
を
含
め
た
福
島
三
羽
ガ
ラ
ス
の
活

躍
や
コ
ロ
ン
ビ
ア
レ
コ
ー
ド
に
多
く
の
福
島

出
身
者
が
在
籍
し
た
の
も
そ
う
い
っ
た
豊
か

さ
が
背
景
に
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

輸
出
の
み
な
ら
ず
、
生
糸
や
絹
織
物
を
求

め
て
海
外
か
ら
多
く
の
バ
イ
ヤ
ー
達
が
福
島

を
訪
れ
る
よ
う
に
な
り
、
必
要
に
な
っ
た
の

が
洋
食
レ
ス
ト
ラ
ン
で
す
。

　

私
事
に
な
り
ま
す
が
、
当
時
、
新
橋
駅
の

私
設
待
合
所
に
あ
っ
た
洋
食
レ
ス
ト
ラ
ン
が
、

分
家
し
て
福
島
駅
の
私
設
待
合
所
に
洋
食
部

･
弁
当
部
･
氷
菓
（
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
）
部

を
開
い
た
と
伝
え
聞
い
て
お
り
ま
す
。
こ
れ

が
当
社
の
前
進
だ
そ
う
で
す
が
、
和
紙
に
書

か
れ
た
そ
の
こ
ろ
の
記
録
や
道
具
類
か
ら
そ

の
事
実
は
推
測
で
き
て
も
、
当
時
の
空
気
感

が
わ
か
ら
な
か
っ
た
た
め
、
ピ
ン
と
来
な

か
っ
た
と
い
う
の
が
正
直
な
と
こ
ろ
で
す
。

　

今
回
ド
ラ
マ
を
通
し
て
、
当
時
の
福
島
に

触
れ
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
で
実
感
が
湧
き

ま
し
た
。

　

ド
ラ
マ
画
面
だ

け
で
は
な
く
、
時

代
考
証
も
見
事
な

「
エ
ー
ル
」。
い
よ

い
よ
後
半
再
開
で

今
後
も
福
島
を
励

ま
し
て
く
れ
る
こ

と
で
し
ょ
う
。

 

Ｎ
Ｈ
Ｋ
朝
の
連
続
ド
ラ
マ
「
エ
ー
ル
」
が

放
映
さ
れ
て
い
ま
す
。
思
え
ば
56
年
前
に
開

催
さ
れ
た
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
入
場
行
進

曲
が
、
福
島
県
出
身
の
作
曲
家
・
古
関
裕
而

だ
っ
た
と
は
知
ら
ず
、
当
時
小
学
校
低
学
年

だ
っ
た
私
は
、「
何
で
大
人
は
こ
ん
な
も
の

を
見
る
の
か
な
…
」
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

担
任
の
先
生
に
、「
日
本
で
開
催
さ
れ
る
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
は
、
あ
な
た
方
が
生
き
て
い
る

う
ち
に
も
う
一
度
見
ら
れ
る
か
ど
う
か
わ
か

ら
な
い
の
で
、
良
く
見
て
お
き
な
さ
い
」
と

言
わ
れ
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。

　

今
思
う
と
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
日
本
で
開

催
さ
れ
た
こ
と
は
、
素
晴
ら
し
く
誇
ら
し
い

も
の
だ
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
こ

れ
こ
そ
が
、多
く
の
人
を
感
動
さ
せ
た「
エ
ー

ル
」
だ
っ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　

多
く
の
曲
を
残
し
、
私
達
を
励
ま
し
続

け
た
古
関
裕
而
の
ご
と
く
、
私
達
Ｆ
Ｊ
Ｐ

も
、
次
世
代
の
仲
間
に
、
本
当
の
意
味
で
の

「
エ
ー
ル
」
を
送
る
こ
と
が
役
割
な
の
で
は

な
い
か
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　

オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
マ
ー
チ
の
よ

う
に
…
。
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古関裕而記念館（福島市入江町）

▲ 2 階展示室には、古関メ
ロディーの視聴コーナーや、
貴重な自筆譜・レコードなど
が展示されている。

写真：公益財団法人福島振興公社　
ホームページより

▼古関裕而が作曲していた
部屋が再現されている。

古関裕而
記念館

福島市 古関裕而記念館
〒 960-8117 福島市入江町 1-1

TEL.024-531-3012 
FAX.024-563-5578

開館時間　9：00 〜 16：30（入館は16 時まで）
休 館 日　年末年始（12/29 〜 1/3）
　　　　　※臨時休刊あり
入 場 料　無料

東京オリンピック 1964

�
次
世
代
に
「
エ
ー
ル
」
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

長　

沢　

美
起
子



う　で　ま　く　り
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●
総
務
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　

総
務
委
員
長 

古 

川 

節 

子 

　

新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
拡
大
に
よ
り
、
総
会

は
じ
め
５
・
６
・
７
月
の
例
会
が
中
止
に
な
っ

こ
と
は
、
Ｆ
Ｊ
Ｐ
創
立
以
来
の
出
来
事
で
し

た
。
こ
の
先
ど
う
な
る
の
だ
ろ
う
…
と
い
う

不
安
も
あ
り
ま
し
た
が
、
総
務
委
員
会
と
し

て
は
新
体
制
の
中
、
会
費
の
徴
収
や
会
員
へ

の
連
絡
な
ど
、
や
る
べ
き
こ
と
を
粛
々
と
進

め
て
参
り
ま
し
た
。
そ
ん
な
中
で
、
昨
年
の

菊
地
京
子
さ
ん
に
続
い
て
伊
藤
江
梨
さ
ん
の

お
め
で
た
は
、
明
る
い
ニ
ュ
ー
ス
と
し
て
皆
さ

ん
に
伝
わ
っ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。
９
月
３

日
に
無
事
男
児
誕
生
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す 

江
梨
さ
ん
♪

　

９
月
例
会
の
親
睦
会
は
、
佐
賀
会
員
指

導
の
元
、会
員
の
結
束
と
度
胸
で
何
と
か
セ
ー

フ
。
皆
さ
ん
に
笑
い
を
お
届
け
で
き
ま
し
た

で
し
ょ
う
か
。
総
務
委
員
会
は
、
こ
れ
か
ら

も
精
進
し
て
参
り
ま
す
！ 

後
期
も
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

●
事
業
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　

事
業
委
員
長 

会 

田 

和 

子 

　

コ
ロ
ナ
禍
で
思
う
よ
う
に
会
合
が
開
催
で

き
な
い
中
、
事
業
委
員
会
活
動
は
７
月
、
８

月
、
９
月
と
月
１
回
の
ペ
ー
ス
で
開
催
し
ま

し
た
。
紺
野
涼
監
事
が
か
く
し
芸
の
幹
事
に
。

杉
原
会
員
の
お
店
・
グ
ラ
ン
ブ
ー
ケ
が
練
習

会
場
。
会
場
が
美
し
す
ぎ
て
、紺
野
ア
イ
デ
ィ

ア
が
炸
裂
。
真
面
目
す
ぎ
る
委
員
も
ノ
リ
ノ

リ
に
。
親
密
感
深
ま
る
最
高
の
委
員
会
活

動
で
し
た
。

　

新
体
制
の
も
と
。
委
員
会
活
動
は
７
月
・

８
月
・
９
月
と
３
回
開
催
し
ま
し
た
。
年
２

回
発
行
の
広
報
紙
「
う
で
ま
く
り
」
の
原

稿
の
依
頼
で
各
委
員
と
共
に
奔
走
し
、
９
月

例
会
に
お
け
る
か
く
し
芸
大
会
で
は
、
い
ろ

い
ろ
な
ア
ク
シ
デ
ン
ト
も
あ
り
ま
し
た
。
急

き
ょ
懇
親
会
へ
の
参
加
者
が
少
な
く
な
っ
て
し

ま
っ
た
の
も
残
念
で
し
た
。

　

し
か
し
、
当
日
の
参
加
は
出
来
な
く
て

も
、
練
習
会
場
の
手
配
や
音
源
の
編
集
な

ど
、
委
員
会
一
同
結
束
で
き
た
良
い
委
員
会

活
動
が
で
き
ま
し
た
。

　
「
う
で
ま
く
り
」
の
原
稿
依
頼
に
際
し
て

は
、
快
く
お
引
け
受
け
い
た
だ
い
た
会
員
の

皆
様
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。
今
後
と
も
宜
し

く
お
願
い
し
ま
す
。　
　

編
集
後
記

　

コ
ロ
ナ
の
お
陰
で
例
会
も
少
な
く
、
記
事
の

ネ
タ
が
な
い
と
思
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
Ｆ
Ｊ

Ｐ
の
底
力
で
乗
り
切
り
ま
し
た
。

原
稿
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
皆
様
に
は
感
謝
・
感

謝
で
す
。

　

今
後
と
も
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
長
沢 

美
起
子
）

■
後
期
活
動
計
画

各
委
員
会 

―
― 

活
動
報
告

10
／
13
㈫

11
／
10
㈫

12
／
８
㈫

２
０
2
1

１
／
19
㈫

２
／
９
㈫

３
／
９
㈫

先
輩
経
営
者
に
学
ぶ
①

ゲ
ス
ト
会
員
・
佐
藤
和
江

ネ
ー
ブ
ル
シ
テ
ィ
本
宮
ａ
ｕ
ｂ
ｕ

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
社
会
に
生
き
る

（
第
２
回
）

茶
寮
お
り
お
り
（
福
島
市
）

ク
リ
ス
マ
ス
例
会

ド
リ
ー
ム
（
二
本
松
）

先
輩
経
営
者
に
学
ぶ
②

ゲ
ス
ト
・
佐
藤
光
代
氏

カ
ル
チ
ェ
ド
･
シ
ャ
ン
･
ブ
リ
ア
ン

（
い
わ
き
市
）

先
輩
経
営
者
に
学
ぶ
③

ゲ
ス
ト
会
員
・
長
沢
美
起
子

須
賀
川
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

各
委
員
会
＆
ま
と
め
例
会

宴
庭 

燦
（
郡
山
市
）

※
後
期
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

総務委員会メンバー

事業委員会メンバー 

交流・広報委員会メンバー

●
交
流・広
報
委
員
会

　
　
　
　
　

  

交
流･

広
報
委
員
長 

長 

沢 

美
起
子


